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J Occup Environ Med：
加熱式タバコを含むタバコ製品使用は就業中の転倒事故の主要な要因

松崎道幸 道北勤医協ながやま医院 matsuzaki-m@dohoku-kinikyo.or.jp

松崎コメント：

中高年にとって、仕事中につまづいたり、滑ったりして、転ぶことは、打撲だ

けでなく、骨折、頭部外傷をもたらし、最悪の場合、死亡,重篤な身体障

害をもたらし、生活の質が一気に悪化する恐れがありますｌ。

今回紹介する論文では、タバコ製品使用が就業中の転倒事故に深くかか

わることを示していました。とりわけ、紙巻きタバコと加熱式タバコのデュアル

ユースで、転倒リスクが大きく増えることがわかりました。因果関係は今後の

研究により明らかになると思いますが、タバコ製品使用は、きっぱりやめた方

がハッピーという事です。
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https://www.mhlw.go.jp/content/001101299.pdf

中高年の労働者では、就業中の転倒事故が増えています。骨折などを引き起こ
し、命に係わる合併症をもたらす恐れがあります。

https://www.mhlw.go.jp/content/001101299.pdf


加熱式タバコを含むタバコ製品使用は就業中の転倒事故の主要な要因

Watanabe K, Tabuchi T, et al. Incidence and lifestyle risk factors for same-
level falls among Japanese workers. J Occup Environ Med. 2026 May 22.
doi: 10.1097/JOM.0000000000003764. Epub ahead of print. PMID:
42168814.

目的:就業中転倒に関連する生活習慣関連要因の評価。

方法:2023～25年のインターネット調査

結果:就業中の転倒事例は、現在のタバコ製品（紙巻きあるいは加熱式）使
用で1.33倍、紙巻きタバコと加熱式タバコのデュアルユースで1.69倍、高血圧
で1.31倍と有意に関連していた。睡眠時間が短いと転倒関連骨折のリスク増
加(RR:1.71)、中程度の身体活動は転倒から保護効果あり(RR:0.74)。

結論:生活習慣の行動修正は、職場での転倒リスクや関連けがの軽減に役立
つ可能性があります。
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タバコ（加熱式を含む）と高血圧が就業中の転倒事故を
増やしているようだ

（日本 10389名対象インターネット調査）

Watanabe K, Fujino Y, Tabuchi T, Zaitsu M. Incidence and lifestyle risk factors for same-level 

falls among Japanese workers. J Occup Environ Med.
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